杏林大学医学部共同研究施設フローサイトメトリー部門提出用業績集

杏林医学会と同じフォーマットでお願いします。

口演・論文の各著者には、必ず貴教室名を御記入下さい

＜＜見本＞＞

口演

1. 石井　明1, 鈴木　亨1, 永田　年2, 小林富美惠3, 寺田　護1 (1浜松医大・寄生虫学 , 2浜松医大・微生物学 , 2感染症学教室(寄生虫学部門)) ：Plasmodium yoelii 17XL感染に対する野生型129とIFN-γRノックアウトマウスの感受性．第74回日本寄生虫学会大会, 米子, 平成17年４月9日．

論文

1. Tetsuo Shiohara1, Yoshiko Mizukawa1, Ryo Takahashi2, Jun Hayakawa1 & Kazuhito Hayakawa1 (1Department of Dermatology, 2Division of FlowCytometry) ：T-cell dynamics of inflammatory skin diseases．Expert Review of Clinical Immunology 1：357-368，2005.
単行本

1. 高橋 良：Keynote 2プレゼンテーション入門—ビギナーからPowerPointユーザーまで．東京都，秀潤社，2005．
＜本編は次のページにご記入下さい＞
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